
本 宮 市
MOTOMIYA CITY

本宮市長定例記者会見

【日 時】令和８年２月２６日（木）午前１０時００分～

【場 所】本宮市役所３階大会議室

「笑顔」あふれる「人」と「地域」が輝くまち

福島のへそのまち もとみや

本宮市誕生２０周年記念ロゴマーク

令和９年１月１日で本宮市は誕生２０周年を迎えます



１．開 会

２．発 表

（１）「こどもまんなか へそのまち プロジェクト」について資料１【総務政策部・保健福祉部・教育部】

（２）ふれあい美術館「アルフォンス・ミュシャ展」開催について 資料２【生涯学習部】

（３）ドリーム・ベースボール事業について 資料３【生涯学習部】

（４）岩根地区公民館耐震補強改修事業について 資料４【生涯学習部】

（５）市道赤木・狐森線道路開通について 資料５【建設部】

（６）五百川駅周辺整備事業（トイレ整備・歩行者雨よけシェルター設置）について 資料６【建設部】

（７）窓口受付案内システムの導入について 資料７【市民部】

（８）任意予防接種助成事業（男性へのＨＰＶワクチン）について 資料８【保健福祉部】

（９）令和８年度当初予算及び重点事業の概要について 資料９－１、資料９－２【総務政策部・財務部】

（10）令和８年第２回本宮市議会定例会提出議案について 【総務政策部・財務部】

３．質疑応答

４．閉 会

■出席者：市長、副市長、総務政策部長、財務部長、市民部長、保健福祉部長、産業部長、建設部長、教育部長、生涯学習部長

次 第
令和８年２月２６日（木）

午前１０時００分～



「こどもまんなか へそのまち プロジェクト」について

令和8年2月26日 本宮市定例記者会見

総務政策部
保健福祉部
教育部

資料１

新たに、「こどもまんなか へそのまち プロジェクト」を立ち
上げ、新たに保育料無償化、給食費無償化を実施するとともに、
これまでの子育て世帯に対する様々なサービスを、「産み、育て、
学び、はばたく」といった、それぞれの子育てステージに沿った
サービスを一体的に見える化し、本市の子育てしやすさに興味を
持っていただけるよう、積極的に市内外へ発信します。

１ 趣 旨

（１）プロジェクト名
こども まんなかへそのまち プロジェクト

（２）関連予算額 ３３億１,７７８万円
（３）事業数 １０１事業
（４）カテゴリー

①経済的支援 13億7,860万円（22事業）
②相談・支援・健康 2億1,906万円（38事業）
③保育・教育環境 14億7,391万円（31事業）
④遊び・文化 2億4,620万円（10事業）

２ 概 要

【資料1-別添資料_こどもまんなかへそのまちプロジェクト】参照



令和8年2月26日 本宮市定例記者会見

生涯学習部資料２

本宮市ふれあい美術館において、全国的に人気が高いミュシャ展を開催し、市内外の
多くの人に、ふれあう機会の少ない美術品の鑑賞の機会を提供する。

本宮市誕生２０周年記念プレ事業企 画 展

ふれあい美術館
「アルフォンス・ミュシャ展」開催について

アルフォンス・ミュシャ（1860-1939）
アール・ヌーヴォー(仏語:新しい芸術)を代表するチェコの巨匠。
優雅で装飾的な女性像と、花や曲線を取り入れた独特のスタイルが特徴。
特に、19世紀末のパリでポスター芸術を確立し、その耽美的な様式は現代
のグラフィックデザインやイラストレーションにも多大な影響を与え続け
ている。

「夢想 Reveire/
シャンプノア .CHAMPENOIS」
1897 カラーリトグラフ
72.7×55.2cm

１．会 期 令和８年９月５日(土)～１１月１日（日）
休館日 月曜日(祝日の場合は翌日)

２．出品作品 代表作「夢想」「黄道十二宮」など約４００点
ポスターや装飾パネル、商品のパッケージ等

３．イベント 講演会・ワークショップ
クラフト系のワークショップやギャラリートークを実施

４．観 覧 料 一般１,０００円、高校生以下無料



宝くじスポーツフェア ドリーム・ベースボールの開催について

未来を担う子ども達（中学生）を英国へ派遣し、関係機関への親善活動や現地英国人生徒との交流を通して１ 趣 旨

宝くじの社会貢献広報事業として、青少年の健全育成や、明るいまちづくりなどコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、

地域社会の健全な発展と市民福祉の向上に寄与する。

２ 事業概要 宝くじスポーツフェア ドリーム・ベースボール

令和8年2月26日 本宮市定例記者会見

（１）事業内容

①ふれあい野球教室（小学生・中学生）

②ドリーム抽選会 （出場選手のサイン入りボールなど）

③アトラクション （ホームラン競争など）

④ドリーム・ゲーム（ドリームチームと本宮市選抜チームとの親善試合）

（２）日程及び会場（予定）

①令和８年１０月開催

②しらさわグリーンパーク野球場

（３）出場予定選手

タイトルホルダー等の著名な元プロ野球選手２０名

（４）事業主催者 一般財団法人自治総合センター

（５）企画・運営 株式会社ぎょうせい

（６）運営協力 日本プロ野球ＯＢクラブ

ドリーム・ベースボール事業について
生涯学習部資料３



岩根地区公民館は、築４７年以上の建物であり、耐震補強を行うほか内部の全面リフォームによりバリアフリー化を図るとともに、

災害避難所としても利用されることから、太陽光発電と蓄電池システムを設置する。

岩根地区公民館耐震補強改修事業について

未来を担う子ども達（中学生）を英国へ派遣し、関係機関への親善活動や現地英国人生徒との交流を通して

１．大規模改修

断熱改修（サッシ全面更新、天井・外壁吹付断熱等）

段差解消（玄関スロープ、トイレ乾式化等）

バリアフリートイレ増設

内装全面更新（内部建具含む）

照明器具ＬＥＤ化 全館空調設備設置

外部塗装

２．軽運動場耐震補強改修

３．太陽光発電・蓄電池システム設置

１ 概 要

２ 改修内容

令和8年2月26日 本宮市定例記者会見

３ 総事業費 ６億７,２５５万４千円
（令和7年度実施設計２,１０３万２千円含む）

４ 工 期 令和８年５月～令和９年３月

５ 利用開始 令和９年４月

３ 総事業費

４ 工 期

５ 利用開始

生涯学習部資料４



市道赤木・狐森線道路開通について

令和8年2月26日 本宮市定例記者会見

本路線は昭和５５年に重石・上山田線として都市計画決定をし、
令和２年変更により狐森・上山田線となった路線の一部となって
います。
赤木・狐森線の開通により、国道４号から、ＪＲ東北本線を越

え、令和元年に完成した新上ノ橋を経由し、白沢地区に接続、東
西を結ぶ幹線道路となります。

市道赤木・狐森線概要

建設部資料５

開通記念式典

【日時】令和８年３月１７日（火）午後３時００分
上ノ橋

国
道
4
号 Ｊ

Ｒ
東
北
本
線

阿
武
隈
川

【日時】令和８年３月１７日（火）午前１０時００分
【内容】来賓祝辞

たかぎ保育所５歳児によるアトラクション
テープカット
くす玉開披
通り初め 等

供用開始

約5億5,000万円（設計費用、用地関連費用、工事関連費用等)
うち道路整備工事費 約2億8,900万円

事 業 費



五百川駅周辺整備事業

（トイレ整備・歩行者雨よけシェルター設置）について

令和8年2月26日 本宮市定例記者会見

公衆用トイレ整備概要

建設部資料６

歩行者用雨よけシェルター整備概要

令和５年７月に完成しました五百川駅駐停車場と五百川駅を結ぶ
歩行者用雨よけシェルターを整備します。
幅員は約２ｍ、高さ約２.５ｍ 照明設備も整備する予定です。

上ノ橋

五百川駅利便性向上のため、現在男女共用トイレを男子トイレ
に改修し、新たに多目的トイレ及び女子トイレを隣接して建設す
る計画です。
また、汲み取りから下水道に接続させることにより水洗化も行

います。

改修前駅舎

改修・増築後駅舎

改築部分

増築部分

※現在設計中のため
今後図面変更の可能性あり

完成イメージ図

雨よけシェルター

【事業費】

設計費（R7）660万円
工事費（R8） 1億円

【事業費】 設計費（R7） 214万5千円

工事費（R8） 9,000万円



窓口受付案内システムの導入について

令和8年2月26日 本宮市定例記者会見

市民部資料７

来庁する全ての方にわかりやすく快適に手続きを行っていただけるよう、「窓口受付案内シスム」を導入し、来庁者の
負担軽減と市民サービスの利便性向上を図ります。

「受付番号発券機」で７か国語に対応した番号発券及び音声案内⇒プライバシーに配慮したわかりやすくスムーズなご案内

「大型ディスプレイ」で待ち人数や交付物お引渡しを画面表示 ⇒受付状況の可視化による順番待ちの不安等の緩和

「ＷＥＢ機能」でリアルタイムに受付状況を配信 ⇒混雑緩和、待ち時間短縮

【導入場所】本宮市役所 市民部市民課 窓口 【導入予定時期】令和８年７月運用開始

導入
内容

受付番号発券機 大型ディスプレイ

子どもと一緒だ
から混雑は避け
たいわ。今なら
空いてるわね。

個別表示器



任意予防接種(男性へのＨＰＶワクチン)
助成事業について

令和8年2月26日 本宮市定例記者会見

保健福祉部資料８

ＨＰＶ(ヒトパピローマウイルス)は女性の子宮頸がんの原因とされ、現在、定期予防接種として、小学６年生から高校１年生
相当の女子のみが対象となっています。
男性自身の中咽頭がん等の予防とパートナーの感染予防（女性の子宮頸がん予防）の効果が認められ、令和７年８月に男性接

種の薬事承認が拡大されました。
本市では、令和８年度より男性のＨＰＶワクチン任意予防接種の助成を行い、大切な人と次世代を担う子どもたちのみらいを

守ります。

１ 背景と目的

２ 事業概要

対 象： 小学６年生から高校１年生相当の男子
開始時期： 令和８年４月から
助 成 額： 全額助成
ワクチン： ９価ＨＰＶワクチン（シルガード９）

※全部で２～３回の接種が必要

３ 助成までのながれ

周知方法： 広報紙、公式ホームページ、ＳＮＳ等
接種方法： 接種希望者(保護者)は、保健課（えぽか内）へ申請し予診票を受取り、

安達医師会実施医療機関へ直接予約し接種する


